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楢葉町 地域復興実用化開発等促進事業 

• ロボット技術等イノベーション・コースト構想の重点分野に
ついて、地元企業との連携等による地域振興に資する
実用化開発等の費用を補助する。 

イノベーション・コースト構想関連予算（平成２８年度予算額 143.4億円（新規）） 

モックアップ試験施設（楢葉町） 
既に事業化が進んでいるものの例 

• 原子炉格納容器下部の漏えい箇所を調査・補修す
るロボット等の機器・装置の開発・実証試験等の実
施を想定。 

• 平成27年10月19日に開所式を開催（研究管理
棟は完成）。平成28年4月から、試験棟を含めた
本格運用開始。 

○ イノベーション・コースト構想の実現に向けて、拠点の整備を推進するとともに、地域産業の復興に資する実用化開
発等を支援し、プロジェクトの事業化と具体化を図る。 

共同利用施設（ロボット技術開発等関連） 

• 福島県浜通り地域においてロボッ
ト分野等の先進的な共同利用
施設の整備、設備等の導入等を
行う。 イメージ図 

イメージ図 

• 福島浜通り地域において、福島県の重
点産業であるロボット分野の地元中小
企業や県外先進企業による産業集積
を構築し、被災地の自立と地方創生の
モデルを形成するため、ロボットテスト
フィールド及び研究開発施設等を整備
する。 

ロボットテストフィールド 
平成28年度の経産省の主な取組の方向性 

実現可能性調査（ＦＳ調査） 

• 今後プロジェクトの具体化を進めて行くに当たり必要な調
査等を実施する。 

福島県 
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28年度：51.0億円 

28年度：21.7億円 

28年度：69.7億円 

28年度：1.0億円 

福島浜通りロボット実証区域 
• 橋梁、トンネル及びダム・河川その他山野等を利用
したロボット実証区域。 

• 平成28年5月17日時点で、17の開発事業者から
35の実証試験希望が出され、市町村から提案の
あった13の実証区域候補とマッチング中。5カ所（3
市町村）の実証区域が指定され、9度の実証試験
が実施された。 

（無人航空機） （水中ロボット） 
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（モックアップ施設） 
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